
情報ワイド

　広報ながおかきょう 2009.5.15　-　4

◆ 

春
の
叙
勲 

◆

旭き
ょ
く
じ
つ日

単
光
章　

丸
尾　

法の
り
く
に邦 

さ
ん

　

選
挙
管
理
事
務
功
労

　

元 

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員　

77
歳（
馬
場
）

瑞ず
い
ほ
う宝
中
綬
章　

髙
寺　

貞
男 

さ
ん

　

教
育
研
究
功
労

　

京
都
大
学
名
誉
教
授　

79
歳（
う
ぐ
い
す
台
）

瑞
宝
双
光
章　

島
田　

悦
子 

さ
ん

　

調
停
委
員
功
労

　

元 

調
停
委
員　

71
歳（
奥
海
印
寺
）

瑞
宝
単
光
章　

増
田　

幸ゆ
き
こ子 

さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労

　

元 

民
生
・
児
童
委
員　

80
歳（
神
足
）

│
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
│

瑞
宝
双
光
章   

和わ

け氣　

澄
雄 

さ
ん

　

消
防
功
労　

　

元 

京
都
市
消
防
監　

80
歳（
奥
海
印
寺
）

瑞
宝
単
光
章　

北
山　

冨
士
夫 

さ
ん

　

警
察
功
労

　

元 

京
都
府
警
視　

74
歳（
友
岡
）

瑞
宝
単
光
章　

眞
野　

常
弘 

さ
ん

　

防
衛
功
労

　

元 

３
等
空
尉　

61
歳（
一
里
塚
）

◦
承
諾
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
を
掲
載
し
て
い

　

ま
す
。

小
学
校
で
「
す
く
す
く
教
室
」
開
い
て
い
ま
す

■
す
く
す
く
教
室
と
は

　

国
の
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
と
府
の

「
京
の
ま
な
び
教
室
推
進
事
業
」
の
趣
旨
に

基
づ
き
市
教
育
委
員
会
が
行
う
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
推
進
事
業
」
で
す
。
小
学
校
施
設

を
安
心
・
安
全
な
活
動
の
場
と
し
て
活
用
し
、

将
来
の
地
域
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
、
と
も
に
見
守
り
育は

ぐ
くも
う
と
す
る
取

り
組
み
で
す
。
平
成
19
年
度
の
途
中
か
ら
、

小
学
校
区
ご
と
に
、
市
が
地
域
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
運
営
組
織
に
委
託
し
て
順
次
、
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
20
年
度
か
ら
は
す
べ
て

の
校
区
で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容
は

　

読
み
聞
か
せ
や
学
習
支
援
、
工
作
、
茶
道
、

将
棋
、
科
学
遊
び
、
自
然
観
察
、
そ
ろ
ば
ん
、

英
会
話
、
音
楽
、
も
の
づ
く
り
、
歴
史
教
室
、

ス
ポ
ー
ツ
…
と
、
多
種
多
様
で
す
。
し
め
縄

づ
く
り
な
ど
時
季
の
活
動
や
、
農
家
の
人
に

お
世
話
に
な
っ
て
作
物
の
栽
培
、
収
穫
体
験

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

協
力
者
の
輪
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。「
子

ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」。

大
人
も
笑
顔
で
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
温
か
な
指
導
や
見
守
り
へ
の
感
謝
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民
同
士
の
新
た

な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す

　

多
彩
な
人
々
が
得
意
分
野
を
持
ち
寄
っ
て

く
だ
さ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
取
り
組

み
に
な
り
ま
す
。
活
動
の
様
子
を
見
守
る
、

散
歩
が
て
ら
に
帰
宅
に
付
き
添
う
、
と
い
っ

た
ご
協
力
も
大
歓
迎
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

す
く
す
く
と
育
つ
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め

に
、
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

問
青
少
年
・
ス
ポ
ー
ツ
課 

　

放
課
後
全
児
童
担
当

　

☎
９
５
５
・
３
１
３
４　

　

�
９
５
５
・
９
５
２
６

身
動
き
一
つ
せ
ず
に
読
み
聞
か
せ
に
聞
き
入
る
子
ど
も
た
ち
、
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
工
作
に
夢
中
の
子
ど
も
た
ち
、
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
茶
道
の
作
法
を

教
わ
る
子
ど
も
た
ち
、
名
人
の
お
じ
さ
ん
と
談
笑
し
な
が
ら
将
棋
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
…
。
市
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
す
く
す
く
教
室
」
の

ひ
と
こ
ま
で
す
。
放
課
後
や
週
末
に
小
学
校
施
設
を
使
っ
て
開
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
地
域
の
み
な
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
目
を
輝
か
せ
て
い
き
い
き

と
過
ご
す
児
童
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

▲いきいきと放課後を過ごす子どもたち（各小学校区で）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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■
窓
口
に
お
け
る
一
般
相
談
の
状
況

　

平
成
20
年
度
に
受
け
た
、
電
話
を
含
む

一
般
相
談
の
件
数
は
３
０
６
件
で
し
た
。

主
な
相
談
内
容
は
、
架
空
請
求
を
含
む
消

費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
が
56
件
と
最
も

多
く
、
次
い
で
親
族
間
の
相
続
・
贈
与
問

題
が
36
件
、
近
隣
の
ト
ラ
ブ
ル
が
29
件
な

ど
と
続
い
て
い
ま
す
。

■
専
門
相
談
の
状
況

　

弁
護
士
相
談
や
行
政
相
談
な
ど
、
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
利
用
し
た
各
相
談
の

件
数
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

法
律
相
談
で
は
、
相
続
や
贈
与
に
つ
い

市長への手紙

　日常生活で気づいたことを、直接、
市長に意見や提言する制度として「市
長への手紙」があります。平成20年
度には▶ハード面だけでなく、ソフト
面のバリアフリーをより一層すすめて
ほしい ▶ごみ減量に向け、ごみ袋の
有料化を考えてほしい、など延べ42
件の意見が寄せられました。「市長へ
の手紙」のハガキは、市役所、中央公
民館、バンビオなどに置いています。

5　-　広報ながおかきょう 2009.5.15

私たちは日々の生活で、いろいろな問題に遭遇します。
それは自分で解決できることもあれば、専門家のアドバ
イスを必要とするものもあります。市では、窓口や電話
での一般相談のほか、専門相談員による相談日を設け
て、みなさんの「どうしたらいいの？」にお応えしてい
ます。昨年の相談状況を報告します。

て
の
相
談
が
最
も
多
く
、
次
い
で
家
族
問

題
や
不
動
産
貸
借
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
登
記

相
談
は
、
相
続
や
贈
与
に
つ
い
て
の
内
容

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、

立
命
館
大
学
の
学
生
に
よ
る
法
律
相
談
や

司
法
書
士
会
に
よ
る
登
記
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■
消
費
生
活
相
談

　

消
費
生
活
相
談
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

で
、
今
後
多
発
が
考
え
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
紹
介
し
ま
す
。

【
事
例
１
】

　

総
務
省
の
関
係
者
ら
し
き
名
刺
を
持
っ

た
男
が
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行

に
伴
う
点
検
」
と
自
宅
を
訪
問
し
、
部
品

が
必
要
と
言
わ
れ
て
３
万
円
で
購
入
し
た

が
、
必
要
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。

【
事
例
２
】

　

市
役
所
職
員
を
名
乗
る
人
か
ら
「
定
額

給
付
金
の
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の

で
、
通
帳
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
携
帯

を
持
っ
て　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

A
T
M
へ
行
く
よ
う
に
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。

　

事
例
１
の
よ
う
に
総
務
省
の
関
係
者
が

訪
問
し
て
、
地
デ
ジ
を
見
る
の
に
必
要
と

点
検
し
た
り
物
を
売
っ
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
役
所
、
社
会
保

険
事
務
所
、
税
務
署
の
職
員
な
ど
を
装
い

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
が
、
事
例
２
の
よ
う
に
、
A
T
M

の
操
作
を
誘
導
す
る
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
ら
、
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。
毅
然

と
し
た
態
度
で
断
る
の
が
一
番
で
す
が
、

不
安
な
場
合
は
、
消
費
生
活
相
談
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談

　

毎
週
火
～
金
、 
午
前
10
時
～
正
午

問
情
報
管
理
課
市
民
総
合
相
談
担
当

　

☎
９
５
５
・
９
５
０
１　

　

�
９
５
５
・
９
７
０
３　

一人で 悩まないで
悩んだときは、まず相談を

電話・窓口で受けた相談 306件

専門相談

市民法律相談 339件
消費生活相談 120件
特設の法律・登記・行政相談   24件
登記相談   60件
多重債務法律相談   18件
暮らしや事業の何でも相談   21件
人権相談   16件
行政相談    ４件

◦各専門相談の日程は、毎月１日号の情報 BOX 
　に掲載しています

【表１】平成20年度の相談件数

　

女
性
の
相
談
室
で
は
、
女
性
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
聞
き
、
一
緒
に
考
え
て

い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
、
延
べ
1
4
5

件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
１
）。

そ
の
う
ち
73
件
（
50
・
３
％
）
が
「
夫
婦

関
係
に
つ
い
て
」
の
相
談
で
し
た
。
相
談

の
内
容
は
、
夫
の
浮
気
が
関
係
す
る
相
談

が
21
件
あ
り
、
全
体
の
14
・
5
％
と
な
り

ま
し
た
。
相
談
員
は
、
女
性
が
一
人
の
人

間
と
し
て
自
分
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
、

女
性
の
立
場
に
立
っ
て
話
を
聞
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
話
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

女
性
の
総
合
相
談
（
予
約
制
）　

　

毎
週
木 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　

第
２
木
は
午
前
10
時
～
正
午
も

問
女
性
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
バ
ン
ビ
オ
1
番
館
）

　

☎
０
５
０
・
７
１
０
５
・
８
５
０
２　

　

�
０
５
０
・
７
１
０
５
・
８
５
２
１　

夫婦関係
（73件）

こころ
（13件）

人間関係（12件）

生き方（６件） 暮らし（２件）
仕事（３件）

親子・家庭
（36件）

【グラフ１】平成20年度の相談件数

 

女
性
の
相
談
室

昨
年
度
の
相
談
状
況


